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１．実施記録

	実施日
	2003/08/16
	開始時刻
	
	終了時刻
	20:41
	所要時間
	1:11
	開催場所
	慶応大学大岩研究室

	発行元
	CreW
	主催者
	CreW
	書記
	杉浦
	指摘者／出席者（数）
	松澤・青山・杉浦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　3人）

	レビュー工程
	□システム分析 □基本設計 □詳細設計 □コーディング □テスト
	レビュー実施量／全体量（単位）
	　　　　　／　　　　(□枚　□行　□ファイル)

	レビュー対象名
	XXXXX　HCPチャート
	作成者
	
	着眼点
	
	指摘件数
	 19  件
	対処件数
	　件


２．実施内容

	用語統一
	主語統一
	語尾統一
	「～する」という記述が統一されていない

	○
	○
	×
	

	No.
	指摘箇所
	指　　　摘　　　内　　　容
	処　　　置　　　内　　　容
	分　類
	深刻度

	 AUTONUM 
	メイン
	「予約状況を保持するクラスを取得する」は手段
	「保存されているデータを読み込む」が目的である
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	「標準入力使用の準備」は手段
	「ユーザの入力を受け取る準備をする」が目的である
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	「ユーザからの入力を元に処理を繰り返す」は手段
	「ユーザの希望をもとに予約を行う」が目的である
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	一段目の粒度が不正
	「保存されているデータを読み込む」「ユーザの入力を受け取る準備をする」を一段下げ、上の階層に「予約のための初期化を行う」を作る
	粒度
	A

	 AUTONUM 
	
	プログラム全体の目的がない
	「座席の予約を行う」を一番上位の階層に作る
	粒度
	A

	 AUTONUM 
	
	「標準入力使用の準備」は入力のための準備である
	「入力をもとに処理を繰り返す」の下の階層に入れる
	構成
	A

	 AUTONUM 
	
	「コマンドを入力する」ことがわからない
	「コマンドを入力する」を追加する
	過不足
	A

	 AUTONUM 
	
	「コマンドを入力する」の詳細が不明である
	「プロンプトを表示する」「コマンドを入力を受け付ける」などの詳細を書いたほうがよい
	過不足
	A

	 AUTONUM 
	
	「入力をもとに処理を繰り返す」と「予約処理の場合」の間の粒度が開きすぎている
	「コマンドを実行する」を間に作った方が良い
	粒度
	A

	 AUTONUM 
	
	「処理を呼ぶ」などという表現(計４箇所)はプログラムの手段である
	「予約状況を表示する」などの記述だけでよい
	日本語記述
	C

	 AUTONUM 
	
	「終了の処理」の詳細が不明である
	終了の処理の詳細を記述する
	過不足
	B

	 AUTONUM 
	予約状況の表示用の処理
	「行数分処理を繰り返す」は手段である
	「座席の状況を表示する」などの記述に変えたほうがよい
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	「1桁の場合はスペースを入れる」は、行番号を表示するための手段である
	「行番号を表示する」の下の階層に入れたほうがよい
	構成
	B

	
	
	「列数分処理を繰り返す」は手段である
	「列を表示する」でよい
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	「列数分処理を繰り返す」内は、１つめと、２，３のペアでブロックを作ることができる
	「通路を表示する」、「座席を表示する」という段を追加したほうがよい
	粒度
	B

	 AUTONUM 
	番号入力用の処理
	「正しく入力されるまで繰り返す」は手段である。
	「正しい入力を取得する」のが目的である
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	「入力処理」が明確な表現でない
	「入力を受け取る」などの明確な表現に改める
	日本語記述
	C

	 AUTONUM 
	
	「入力を促すメッセージを出力する」は手段である
	「入力を促す」でよい
	目的記述
	B

	 AUTONUM 
	
	2段目の処理は、1段目との粒度に開きがあるので、1段追加したほうがよい
	「入力をする」、「不正な入力であるか調べる」というまとまりにまとめたほうがよい
	粒度
	B

	 AUTONUM 
	
	「正しく入力されていた場合は呼び出し元に制御を戻す」はプログラムの手段である
	削除する
	目的記述
	C











